
天橋立公園と人との関わりの歴史

江戸以前 明治 大正
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（30年頃以前）
昭和後期

（30年頃以降）
平成 現在 将来に向けた課題
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※1 上手側に堆積した漂砂を下手側の海岸に人工的に移動させる工法　　※2 幹の直径10cm以上、大天橋及び小天橋のみ

大正頃の写真 昭和初期（1930年代）の写真 現在の写真

災害時の補植

　　　　　　　　土砂流出量が少なく、天橋立の砂州がやせ細る　　　砂防・河川改修事業、護岸工事等　土砂流出量が多く、航路に堆積による支障が出る

高潮対策、土壌改良としての客土搬
入（30ｃｍ）や施肥を実施

鎮守の杜として橋立明神周辺のみで見られる　　　　　　　　　　　　　　　橋立明神周辺以外でも一部でマツ林から広葉樹への遷移が進む

智恩寺 京都府　大正12(1923)京都府立公園に指定、昭和39(1963)都市公園に指定

密度は、相対的に橋立明神付近が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全体的に樹高は高くなり、密度も高まる。下草も増加。
樹高は、相対的に橋立明神付近と府中側の陸地付近が高い。　　　　　　　　　              広葉樹への遷移が進んだところでは光環境が悪化。

一時期、松枯
れが進む

観光客の増加により土壌の踏圧が高まる

土壌の肥沃化

燃料用としての日常の落ち葉拾い

薬剤散布､周辺林等
の総合防除を実施
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燃料革命

近年では補植し
すぎとの指摘も

放置される落ち葉により、
土壌の肥沃化が進む

3,874本（昭和9年）※2

4,434本（昭和29年）※2 5,144本（昭和63年）※2 4,738本（平成14年）※2

1,169本（平成9年） 1,269本（平成13

流出土砂の減少により
砂州への漂砂が減少
し、砂州がやせ細る

突堤の設置、サンドバイパス工法※1など
の対策を実施し、砂州の形状は回復傾向に

与謝郡明治38(1905)

禁制　山林竹木伐採の事
宮津藩主　天正10(1582)

4,720本（昭和49年）※2

4,523本（昭
和54年）※2

溝尻村からの天橋立切断の要求
①享保期(1716-1735)漁業不振
のため
②元文4(1739)土砂堆積による
通船不自由のため
③寛延2(1749)同上

軍用物資輸送船の往来のため天橋
立切断計画があり、宮津町長の反
対により中止　昭和12(1937)

与謝半島の一部が要塞地帯に指定
明治34(1901)以降半島一帯に治山
治水工事が積極的に実施された

飛砂防止のため、
灌木、張芝、砂草
等の植付の実施を
推奨

天橋立内で落葉等を拾う
ことが禁止されていた

土壌の窒素不足の理由として清掃、除草
に伴う落ち葉の還元がないことを指摘

資料３－２

国

地盤国有公園に指定　明治6(1873) 郡営公園に指定

誘引器による
害虫駆除

薬剤の地上散布松枯れ対策

雪害で391
本伐採

300本補植

雪害で100
本倒壊

千貫松(4本の内
の1本)枯死
樹齢550年

千貫松(2本の
内の1本)枯死
樹齢600年

船越の松(2本の内の1
本)枯死樹齢450年、
笠松枯死樹齢130年

樹木密度の管理

踏圧対策（ビジターコン
トロール）

土壌の肥沃化への対応

松枯れ対策

広葉樹への遷移への対応

砂州の維持・保全

落ち葉の処理

名松、高齢マツの保全

観光振興

生活道路としての利便性
の確保


